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1）子宮頸部腺癌

近 畿 大学教授 山 本 嘉
一

郎

　最新 の 日本産科婦 人科学会婦人科腫 瘍委員会

（以下，委員会）に よ る 2003年度子宮頸癌患者年報

で は，子宮頸部腺癌は 712例で 子宮頸癌全症例 の

約 16％ を 占め
，

以前に 比 較 し て増加傾向に ある ，

多 くの 症例 がすで に進行例で あ り，そ の 予後は同
一臨床進行期の 扁平 h 皮癌 に 比 較 し て 不良 で あ

る．委員会に よ る第 38回治療年報で は，腺癌お よ

び扁平上 皮癌 の 5生 率 （％）は そ れぞ れ，Ib 期 ：

80．5，79．7，H 其月 ： 48．6，63．1，　m 期 ： 18．5
，
37．4

，
　 W

期 ：8．3，IL3 で あ り，
且 〜IV期症例 の 腺癌 に お い

て その 傾向が顕著で ある．理 由の 一つ に，扁平上

皮癌 と比較 して放射線感受性が低 い こ とが あげ ら

れ，有効な化学療法の 開発を目指 して 抗癌剤 に よ

る治療が 盛 ん に行われ て い る．Cisplatinを中心 に

Doxorubicin，5−FU ，　 Epirubicin，　 Mitomycin 　C，
Etoposide，　 Leucovorin な どを種 々 併用 した レ ジ

メ ン，Irinotecanに 5−FU ，　Mitomycin　C を組み合

わ せ た レ ジ メ ン ，さ らに Paclitaxelや DocetaxeI

と Carbop亅atin な どの プラチ ナ製剤 の 併用 レ ジメ

ン も試行 されて い る．さらに，化学療法と放射線

療 法 を 同時 に 施 行す る concurrent 　chemoradia −

tion も有用性が期待され る治療の
一

つ で ある が，

prospective　randomized 　controlled 　trialで の 検

証が 必要であ る．

　子宮頸癌金体の 治療成績向上 の ため に も腺癌 に

対する検討が重要で あ り，新たな治療戦略の構築

が こ れか らの 課題で ある，

2）子宮肉腫

熊本大学 大学院教授 片 渕 秀 　 隆

　子宮肉腫は，癌肉腫（CS），平滑筋肉腫 （LMS ），

子 宮 内膜 間質 肉腫 （ESS ）の 3 つ で 9 割以 上 を占

め ，こ の 順 の 発生頻度を示す．これ らは子宮体部

悪性腫瘍 の 4％ に満た な い 稀 な腫瘍 で，かつ 予後

は極め て 不良で ある こ とか ら，治療戦略 とい うに

足 りる治療 ノ∫法 は確 立 して い ない のが 現状 で あ

る，しか し，最近化学療法を中心 に系統的な治療

方法が提示 され つ つ ある．

　肉腫の 治療は
， 子宮に 限局 し て い る場合に は子

宮全摘 出術 と両側付属器摘出術が 基本 とな る，

LMS や ESS にお ける リ ン パ 節郭清 の 有効性 は示

されて い ない が，CS で は分子生物学的 な単ク ロ
ー

ン性の 証 明に よっ て 肉腫成分が癌 の 化生 とする捉

え方か ら，子宮内膜癌に準じ リ ン パ 節郭清術 を併

行する傾向にある．しか し，GOG の デ
ータが示す

よ うに CS の 53％ ，
　 LMS の 71％ が再発する こ と

か ら，術後補助療法や再発病巣の 治療が予後改善

の 方策 となる．放射線照射に よる局所再発の 予 防

効果は い ずれ の 組織型 で も得 られて い る が，生存

率の 改善に は寄 与して い ない ．一
方，術後補助療

法 として の化学療法の役割は確立 して い な い 中，

進行 ・再発例に対 して組織型 に関わ らず DXR や

IFM が 単剤ある い は CPA ，　 CDDP ，　 DTIC な ど と

併用 して 使用 されて い る， しか し，い ず れ の 奏功

率も 30％ 以 下で ある．最近，LMS に対す る GEM

と DOC の 併 用で 53％ の 奏功 率 が報告 され て い

る．また，低悪性度 ESS に はプ ロ ゲス テ ロ ン製剤

やア ロ マ ターゼ 阻害剤 に よ る内分泌 治療が 有効で

ある．

　
一

施設で の 経験 に限 りがある 子宮 肉腫 にあ っ て

は
， 多施設 に よ る 症例の 集積に よ っ て組織学的悪

性度や 進展様式 を考慮 に入 れ た治療法を確 tz．す る

体制が今後望 まれ る．
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